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研究成果の概要 

本創発的研究では、マルテンサイト変態という変位型相変態の中で、約１％以下の微少な変態歪みを

有するマイクロマルテンサイト変態を示す物質群の開発を目的とする。１年目では第一原理計算を先

行して候補となる物質のスクリーニングを行い、さらに実験的にマイクロマルテンサイト変態を示す

物質に対して諸物性を調査し、アクチュエータ材料、磁歪材料、磁気冷凍材料や相変化型メモリー材料

などの応用への可能性について検討を行った。 

第一原理計算を用いて、bcc構造を有する物質を中心に正方晶歪みを与えた時のエネルギーの変化な

どを評価した。ここからマイクロマルテンサイト変態を示す可能性のある物質に対して実験的に作製

し、結晶構造、マルテンサイト変態の有無や磁性などを評価し、マイクロマルテンサイト変態を示す可

能性の高い物質については実験状態図の決定を行った。 

また、新たに Pd2MnGa 合金を開発した。本合金は約 130 K で 0.7%の変態歪みを有するマイクロマル

テンサイト変態を示し、そして相変態時に母相とマルテンサイト相に磁化の変化を示すことが分かっ

た。ここで、強磁場を印加したところ、マルテンサイト相から母相が誘起されることを確認し、本合金

系において初めてメタ磁性相転移を実現した。一次変態の発生によるエネルギーロスである散逸エネ

ルギーを調査したところ、通常の形状記憶合金より一桁〜二桁程度小さいことが判明し、省エネの特徴

を有することが分かった。さらに、磁歪を確認したところ、110 K付近で 2500 ppmを超える巨大磁歪

を得ることに成功し、磁歪材料として有望であることが分かった。 
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